












考古地磁気研究グル ー プ
Archaeomagnetic Research Group 

古地磁気年代測定法の拡張と人文科学との融合研究
Expanding Paleomagnetic Dating Methods and Fostering Integrated Resea『ch with the Humanities 

名古屋大学
宇宙地球環境研究所

南雅代 教授

九州大学

名古屋大学宇宙地球環境研究所(ISEE)、

九州大学アジア埋蔵文化財研究センタ ー 、

高知大学海洋コア国際研究所、岡山理科大

学フロンティア理工学研究所が連携する「考

古地磁気研究グループ」では、古地磁気学と

考古学・人類学等と の文理融合研究を推進

しています。2025年度に実施した主な事業に

ついて下記に列記します。

これまでに登録していた744サイトのデ ータ

に加え、さらに約380サイトのデータを追加し

ました。もうひとつは、データベ ース公開サイ

トの更新作業であり、旧サーバー をリプレ ース

し、データベ ースとホ ームペ ー ジの移行を進

め、考古地磁気学の過去50年に渡る研究成

果をまとめたデータベ ースをリニュ ーアル公

開しました(https://mag.ifst.ous.ac.jp/)。

アジア埋蔵文化財研究センター

大野正夫 教授
加藤千恵 助教
北原優 特任助教
高橋寛宇 研究アシスタント

「考古地磁気学」をテ ー マとした第2回若手 さらに、日本・アジア各地における考古地磁 Yi-Cen Song 研究アシスタン叶新メンバ― |

セミナーを、2025年10月に岡山理科大学にお 気学に関連する学際的な調査を行っています。

いて開催しました。本セミナ ー は岡山理科大 a)ベトナムでは、東アジア～東南アジア地域

学のメンバ ーが主催し、九州大学アジア埋蔵 のより詳細な研究を本格的 に進める ため、

文化財研究センターからもメンバ ー2名が現 2025年8月と2026年3月に現地調査を実施

地参加しました。参加者は現地14名、オンライ

ン15名にのぼり、活発な議論が行われました。

また、 「考古地磁気」についてわかりやすく

解説した理系漫画『考古地磁気 っ てなん

だ！？』を2月下旬に発 行しました。遺跡の窯

跡や土器から、過去の人々の暮らしを知る手

がかりとなる「お宝」を探すという魅力的なス

トー リ ーです。日本語版と英語版を作成して

おり、今後、韓国語・ベトナム語・中国語など

の多言語での展開 を計画しています。

「日本の考古地磁気データベース」に関して

は、2つの作業を進めました。ひとつはデータ

ベースに登録するデータの選別と追加作業で、

し、試料採取などを行いました。（詳細は12

ペ ージの研究活動報告をご覧ください。）

b) ISEEの共同利用・共同研究として日韓の

考古地磁気データの整理統合を進めています。

2025年8月に韓国に赴き、日本・韓国の考古

地磁気デ ー タベ ースについての意見交換を

行いました。さらに2026年2月のTranSEHA

第2回研究会において韓国から成亨美教授

（韓国・東洋大学校）を招聘し、韓国の考古地

磁気研究の現状についての特別講演をいた

だいた後、日本・韓国の考古地磁気デ ー タ

ベ ースに関する議論を行いました。

C)研究アシスタントの高橋氏は大分県にお

いて板碑の調査を実施しています。考古学

的な調査に加え、地球科学的な調査方法も

導入した学際的な調査を展開しています。

（大野正夫）

’考古地磁気学』とは r考古学』＋ 「 古地磁気学』という重味のことばです。

「考古学』はみなさんこ存じの考古学です． いっぼう 『古地磁気字」と言うの

は古い地磁気（地球の磁場）、 つまり蓄の地磁気を研究する学問です．

「着の地磁気って今の地磁気と違うの？」違います．

地磁気は長い時間をかけて、 ずー っと変化してきましにもちるん今でも、

ゅっくりとですが変化しています． みなさんは、 日本で方位磁石の

N極（赤い針）が真北を指さないことをこ存知ですか？今の日本では、 場所に

岡山理科大学
フロンティア理工学研究所

畠山唯達 教授

高知大学
海洋コア国際研究所

山本裕二 教授
佐藤哲郎 講師

よって少しずつ違いますが、 方位磁針はだいたい真北から5~1 0'西向きを指します。

バンアン塔（2025年8月、ベトナム）

この角度を 「偏角（へんかく）』と呼びますが、 この角度は地磁気が変化するのにしたがってずっと変わってきまし

た． 今から200年前の江戸時代後期には、 方位磁石はほぽ真北を11iしてました． 今から400年割の隣ヶ原の頃には

北から約20度東を指していました。 さらにさらに、 今から1000年前にはやっばり西向きだったのです．

うしてこんなことがわかるかってのが、 r賽古地磁気学」のなせるワザです．

の発掘現湯からサンブルを持ち帰り、 その中に含まれる r地磁気の化石（古地磁気）」を測定する事によって、

が作られ使われた時代の地磁気の方位がわかってきます。

ホームペー ジは、 そんな考古地磁気学の過去50年に渡る学問的成果をまとめたデー タベースです．

日本考古地磁気デー タベースのリニュ ーアル公開
瓢
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